
 

日薬業発第１３６号 

令和４年７月２７日 

 

 都道府県薬剤師会担当役員 殿 

                                          日 本 薬 剤 師 会 

                                副会長 田尻 泰典 

 

誰もが簡易かつ迅速に利用できる検査の環境整備について（その 15） 

 

平素より、本会会務に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

都道府県において実施されている無料検査事業に関し、今後の取扱いについて、

別添のとおり事務連絡が発出されましたのでお知らせいたします。 

今般、支援額の改定が行われ、検査回数に応じた設定に見直されました。検査

費用の支援額は、抗原定性検査・ＰＣＲ検査とも、その合計回数が1日 50回以下

の場合は上限 2,500 円、１日 50 回超 100 回以下の場合は 50 回超分につき上限

1,800円、１日100回超の場合は100回超分につき上限1,100円（いずれも税込）

に変更されました。なお、抗原定性キット購入費の支援額については、上限

1,500 円（税込）で変更ありません。 

この取り扱いは、本年８月１日（これにより難い場合は、同年９月１日までの

都道府県が定める日）以降適用されます。 

貴会におかれましては、都道府県とご連携の上、検査事業へのご対応につき引

き続きご高配の程よろしくお願い申し上げます。 

 

＜別添＞ 

・新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金における「検査促進枠」の

取扱いについて（令和４年７月26日．内閣府地方創生推進室、内閣官房新型コ

ロナウイルス等感染症対策推進室事務連絡） 

以 上 
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事 務 連 絡 

令和４年７月 26 日 

各都道府県 

財政担当課 

市町村担当課 

地方創生担当課 

新型コロナウイルス感染症対策担当課 

内 閣 府 地 方 創 生 推 進 室 

内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室 

 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金における 

「検査促進枠」の取扱いについて 

 

 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の検査促進枠における要件等

につき、以下のとおり定めましたので、お知らせします。各地方公共団体におかれま

しては、関係部局間で十分連携の上、本事務連絡の記載事項に留意して運用されます

ようお願いします。 

本事務連絡を受けた改正版の制度要綱は、別途通知します。また、都道府県におか

れましては、貴管内市区町村へもこの旨周知されますようよろしくお願いします。 

記 

 

１． 検査促進枠の交付対象経費の改定について 

 実施事業者が実施する検査等費用については、令和４年６月 28日付事務連絡「新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金における「検査促進枠」の取扱い

の変更等について」において、検査キット原価以外の部分も含め、更なる見直しを

行う予定としていたところです。これに基づき、令和４年８月１日（これにより難

い場合は、同年９月１日までの都道府県が定める日）以降、１回当たりの検査キッ

ト原価及びその他実施事業者において生じる各種経費等は、以下に定める額としま

す。 

 

（１回当たりの検査キット原価（ＰＣＲ検査等の場合検査費用・送料等を含む）） 

    ＰＣＲ検査等 

・・・実施事業者の仕入額 

       （１日当たりの総検査回数（ＰＣＲ検査等と抗原定性検査の合計。以

下同じ。）が 50回以下の場合 同日の総検査回数に占めるＰＣＲ検

査等の回数の割合に 50 回（総検査回数ベース）を乗じて得た数以

下の回数については、上限 7,000円(税込）） 

       （１日当たりの総検査回数が 50 回を超え、かつ、100 回以下の場合 

同日の総検査回数に占めるＰＣＲ検査等の回数の割合に 50 回（総

御中 
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検査回数ベース）を乗じて得た数を超える回数については、上限

5,000円（税込）） 

       （１日当たりの総検査回数が 100回を超える場合 同日の総検査回数

に占めるＰＣＲ検査等の回数の割合に 100 回（総検査回数ベース）

を乗じて得た数を超える回数については、上限 3,000円（税込）） 

       

        上記の基準による支給額の算定に当たっては、１日当たりの総検査

回数・ＰＣＲ検査等の回数及び基準値（50回又は 100回）について

は、同日の属する月の合計値に換算して適用するものとする。なお、

実施事業者が申告する仕入単価は仕入先ごとに単一とする。 

    

    抗原定性検査 

・・・実施事業者の仕入額（上限 1,500円(税込）） 

 

 （その他実施事業者において生じる各種経費等） 

   ＰＣＲ検査等及び抗原定性検査 

・・・都道府県が定める金額 

（１日当たりの総検査回数が 50回以下の場合 上限 2,500円（税込）） 

       （１日当たりの総検査回数が 50 回を超え、かつ、100 回以下の場合 

同日の総検査回数が 50 回を超える回数については、上限 1,800 円

（税込）） 

       （１日当たりの総検査回数が 100回を超える場合 同日の総検査回数

が 100回を超える回数については、上限 1,100円（税込）） 

 

        上記の基準による各種経費等に係る支給額の算定に当たっては、１

日当たりの総検査回数及び基準値（50 回又は 100 回）については、

同日の属する月の合計値に換算して適用するものとする。 

 

 

２． 交付対象経費の改定に伴う検査促進計画の協議について 

１回当たりの検査キット原価及びその他実施事業者において生じる各種経費等

の変更等に伴い、検査促進計画を改めて提出するようお願いします。これに伴い、

検査促進計画様式を別紙１のとおり改正いたします。 

 

 

 

＜関係資料一覧＞ 

別紙１ 特措法担当大臣との協議における提出様式（検査促進計画） 
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【照会先】 
⑴ 検査促進枠について 
内閣官房新型コロナウイルス等感染症対策推進室 
 企画調整担当  德永・石本・高木・西村・塚本・栃木 

大澤・東浦・林・大村 
              直通  03（6257）3086 
 
⑵ 臨時交付金全般について 
 内閣府地方創生推進室 
  臨時交付金担当 畑・中山・仙田・寺田・窪田・中村 

反町・上坂 
              直通  03（5501）1752 

   

 

 

 



 

 

 

 

 

※ 左欄（検査回数/日）の基準に該当する回数分について、それぞれ、右欄（検査キット仕入原価、各種経費等）を適用。 

※ 令和４年８月１日（これにより難い場合は、同年９月１日までの都道府県が定める日）以降、適用。 

※ １日当たりの検査回数及び基準（50回又は 100回）は、同日の属する月の合計値に換算して適用。 

※ 仕入原価の上限額と１か月の検査件数により算定した総額の範囲内で仕入原価・各種経費等補助を支給（事業者が申告する仕入単価は単一）。 

 

検査回数／日 

（抗原定性検査及びＰＣＲ検査等の合計） 

検査キット仕入原価 

各種経費等 

抗原定性検査 ＰＣＲ検査等 

①日５０回以下 

（月 30日の場合、月１，５００回以下） 

上限 1,500円 

上限 7,000円 上限 2,500円 

②日５０回超 

（月 30 日の場合、月１，５００回超） 
上限 5,000円 上限 1,800円 

③日１００回超 

（月 30 日の場合、月３，０００回超） 
上限 3,000円 上限 1,100円 


